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食
欲
の
秋
は

健
康
増
進
の
秋

で
も
あ
り
、
食

べ
物
へ
の
関
心

が
高
ま
る
。
食
べ
物
は
、
日

常
最
大
の
関
心
ご
と
だ
か
ら

語
彙
も
多
い
が
、
欧
米
人
は

日
本
人
ほ
ど
魚
の
種
類
に
詳

し
く
な
い
よ
う
で
、
ア
ジ
も

鰯
も
魚
は
魚
の
よ
う
だ
。

　

日
本
人
は
水
で
洗
い
流
し

さ
え
す
れ
ば
清
潔
で
、
中
国

人
は
加
熱
さ
え
す
れ
ば
安
全

と
考
え
る
。
世
界
中
が
薪
を

使
っ
て
い
た
13
世
紀
の
南
宋

で
は
、
石
炭
を
料
理
に
使
用

し
た
よ
う
だ
。
エ
ネ
ル
ギ
ー

先
進
国
の
漢
人
は
、
そ
れ
を

軍
事
利
用
せ
ず
に
高
度
な
陶

磁
器
を
後
世
に
残
し
た
が
、

鉄
鋼
も
作
れ
な
い
モ
ン
ゴ
ル

に
滅
ぼ
さ
れ
た
。

　

近
世
日
本
の
私
刑
は
罪
人

を「
簀す

巻ま

き
」に
し
、
侍
は
相

手
を
「
膾

な
ま
すに

し
て
や
る
」
と

言
う
。
い
ず
れ
も
食
卓
上
の

イ
メ
ー
ジ
が
鮮
明
で
や
ら
れ

る
側
の
恐
怖
が
募
っ
た
。
銃

社
会
の
ア
メ
リ
カ
人
ギ
ャ
ン

グ
は
六
連
発
銃
を
向
け
て
、

「
鉛
だ
ら
け
に
し
て
や
る
」と

言
う
が
、「
蓮
根
（
穴
だ
ら

け
）
に
し
て
や
る
」
と
言
う

か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
。

　

食
材
の
豊
富
さ
が
雑
食
性

の
人
類
繁
栄
の
元
だ
ろ
う

が
、
衣
食
足
り
て
尚
残
虐
で

あ
る
。

保険で
よい歯科診療を

大阪連絡会大阪連絡会

市
民
講
座

11月3日 木・祝 13:30～15:30
保険医協同組合会館５ＦＭ＆Ｄホール

　

「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療

を
大
阪
連
絡
会
」
は
11
月
３

日
、「
健
康
は
健
口
か
ら
〜

意
外
な
老
化
予
防
法
」
の
テ

ー
マ
で
足
立
了
平
氏
（
神
戸

常
盤
短
期
大
学
部
口
腔
保
健

学
科
教
授
）
を
講
師
に
招
き

市
民
講
座
を
開
催
す
る
。

　

▽
歯
が
丈
夫
な
人
は
「
長

い
」「
ボ
ケ
な
い
」
と
言
わ

れ
、
実
際
に
歯
が
多
い
人
ほ

ど
長
命
で
あ
る
▽
よ
く
噛
む

こ
と
や
唾
液
を
出
す
こ
と
な

ど
の
口
の
働
き
を
維
持
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
の
幅
広
い
年

齢
層
で
運
動
能
力
や
学
習
・

記
憶
能
力
の
低
下
を
防
ぐ
こ

と
が
で
き
る
▽
口
腔
内
細
菌

は
、
肺
炎
な
ど
多
く
の
全
身

疾
患
の
原
因
や
誘
因
に
な

り
、
口
腔
ケ
ア
の
重
要
性

は
、
日
増
し
に
高
ま
っ
て
い

る
―
―
口
腔
内
の
健
康
を
保

つ
こ
と
が
、
健
康
や
長
寿
の

源
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
例
や
デ
ー
タ

を
元
に
話
し
て
も
ら
う
。

　

今
号
に
案
内
チ
ラ
シ
を
同

封
し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ

や
患
者
さ
ん
を
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
お
申
し
込
み
は
協
会
ま

で
。

　

貧
困
に
苦
し
む
子
ど
も
を

支
援
す
る
た
め
、
大
阪
府
下

で
活
動
す
る
団
体
・
個
人
で

構
成
す
る
「
子
ど
も
の
貧
困

問
題
大
阪
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
以
下
、
子
ど
も
貧
困
ネ
ッ

ト
）」
が
９
月
24
日
、
設
立

さ
れ
た
。

　

大
阪
市
内
で
開
催
さ
れ
た

設
立
総
会
で
は
、
団
体
の
目

　国が計画する患者負担増に
ストップをかけるために「ク
イズで考える私たちの医療」
チラシを作成した。追加で必
要な場合は、協会事務局まで。

的
や
規
約
、
活
動
方
針
等
が

決
め
ら
れ
た
。
ま
た
協
会
か

ら
戸
井
副
理
事
長
が
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
理
事
に
就
任
し
た
。

　

子
ど
も
貧
困
ネ
ッ
ト
は
、

今
後
、
加
盟
10
団
体
を
は
じ

め
と
し
た
関
係
団
体
・
個
人

と
協
力
し
な
が
ら
子
ど
も
の

貧
困
解
決
に
向
け
て
活
動
し

て
い
く
。

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

同
日
、
記
念
シ
ン
ポ
を
開

催
、
戸
井
副
理
事
長
を
は
じ

め
、
４
人
か
ら
子
ど
も
の
貧

困
実
態
や
取
り
組
み
が
紹
介

さ
れ
た
。
戸
井
副
理
事
長

は
、
学
校
歯
科
治
療
調
査
か

ら
、
貧
困
と
子
ど
も
の
口
腔

崩
壊
に
つ
い
て
発
言
し
た
。

講師：足立了平氏
大阪歯科大学卒業（1978
年）。神戸常盤大学短期大
学部口腔保健学科教授。兵
庫県保険医協会理事。

総会記念のシンポでは、子どもの貧困実態に
ついて交流した＝大阪市天王寺区　　　　　

子
ど
も
貧
困
ネ
ッ
ト
設
立

クイズチラシを今号同封

戸
井
副
理
事
長
が
理
事
に
就
任

「健康は健口から」「健康は健口から」

基基  

軸軸
財
政
政
策
と
社

財
政
政
策
と
社

会
保
障
の
行
方

会
保
障
の
行
方
❸❸

関
西
大
学
商
学
部
教
授
・
鶴
田
廣
巳
氏
に
聞
く

関
西
大
学
商
学
部
教
授
・
鶴
田
廣
巳
氏
に
聞
く

社
会
保
障
の
財
政
基
盤
を
侵
食

―
―
１
９
８
０
年
代
以
降
の

日
本
の
雇
用
政
策
は
ど
の
よ

う
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
か
。

　

80
年
代
以
降
、
段
階
的
な

規
制
緩
和
に
よ
っ
て
「
日
本

型
雇
用
慣
行
」
は
崩
壊
へ
の

道
を
進
ん
で
い
る
。

　

経
団
連
の
前
身
に
あ
た
る

日
本
経
営
者
団
体
連
盟
は
95

年
に
「
新
時
代
の
『
日
本
の

経
営
』」
と
い
う
提
言
を
出

し
、「
雇
用
流
動
化
」
の
方

向
を
打
ち
出
し
た
。
雇
用
の

不
安
定
化
、
賃
金
引
き
下
げ

を
推
し
進
め
る
宣
言
で
あ

る
。「
終
身
雇
用
」「
年
功
賃

金
」
を
縮
小
し
、
非
正
規
労

働
を
拡
大
す
る
方
向
性
を
決

定
付
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

雇
用
流
動
化
の
方
針
は
、

非
正
規
労
働
者
を
激
増
さ
せ

た
。
２
０
１
４
年
11
月
の

「
労
働
力
調
査
」で
は
、
統
計

を
取
り
始
め
た
84
年
以
降
で

初
め
て
非
正
規
労
働
者
が
２

０
０
０
万
人
を
超
え
る
。
正

規
雇
用
で
あ
っ
て
も
、
過
労

死
ラ
イ
ン
を
超
え
る
サ
ー
ビ

ス
残
業
や
、
そ
れ
を
強
要
す

る
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
が
蔓
延
。

失
業
率
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
定
義

に
よ
る
と
13
％
程
度
に
達

し
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
平
均
（
12
％

弱
）を
上
回
っ
て
い
る
。日
本

は
す
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
並
み

の
高
失
業
率
社
会
で
あ
る
。

雇
用
破
壊

―
―
雇
用
破
壊
は
社
会
保
障

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え

た
か
。

　

従
来
、
日
本
の
社
会
保
障

は
終
身
雇
用
と
年
功
賃
金
に

支
え
ら
れ
た
男
性
稼
ぎ
型
を

前
提
と
し
て
構
築
さ
れ
て
き

た
た
め
、
社
会
保
険
が
大
部

分
を
占
め
、
一
定
の
収
入
が

あ
っ
て
初
め
て
成
り
立
つ
仕

組
み
に
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
雇
用
破
壊
の
進

行
に
よ
っ
て
、
社
会
保
険
か

ら
こ
ぼ
れ
落
ち
た
人
々
は
、

生
活
保
護
予
備
軍
へ
と
一
気

に
転
落
す
る
。
こ
れ
は
失
業

時
保
障
の
不
十
分
性
が
背
景

に
あ
る
。　

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
、
特
に
先

進
国
の
中
で
日
本
の
失
業
給

付
の
受
給
率
の
低
さ
が
目
立

つ
。
失
業
給
付
を
受
け
て
い

な
い
失
業
者
の
割
合
は
、
ド

イ
ツ
13
％
、フ
ラ
ン
ス
18
％
、

イ
ギ
リ
ス
40
％
、
日
本
77
％

と
な
っ
て
い
る
。か
つ
て
、失

業
中
の
雇
用
保
険
の
受
給
割

合
は
６
割
程
度
だ
っ
た
が
、

雇
用
保
険
制
度
の
改
悪
に
よ

り
、
現
在
は
２
割
程
度
ま
で

低
下
し
て
い
る
。
給
付
を
受

け
ら
れ
な
い
失
業
者
が
２
０

０
万
人
を
超
す
状
態
だ
。

　

生
活
保
護
を
利
用
し
よ
う

に
も
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、
生

存
権
保
障
の
仕
組
み
の
脆
弱

さ
が
再
起
を
さ
ま
た
げ
て
い

る
。

　

非
正
規
雇
用
者
、
失
業
者

の
問
題
は
深
刻
化
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
る
。

　

80
年
代
以
降
、
加
速
を
続

け
た
雇
用
破
壊
は
、
社
会
保

障
の
財
政
基
盤
の
侵
食
を
も

た
ら
し
、
悪
循
環
を
引
き
起

こ
し
て
い
る
。 

（
つ
づ
く
）

参加費無料

の
増
大
は
、

こ
れ
ら
の
階

層
の
税
負
担

や
社
会
保
険

料
負
担
の
過

重
を
招
く
一

方
で
、
こ
れ

ら
の
財
政
収

入
の
減
少
に

つ
な
が
っ

た
。実
際
、社

会
保
険
料
の

未
納
、
滞

納
、
非
加
入

　

憲
法
を
暮
ら
し
に
活
か
し
・
社
会
保
障
の
充
実
を
求

め
る
集
会
が
20
日
、
東
京
・
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
開

か
れ
る
。
主
催
は
、
保
団
連
や
民
医
連
、
中
央
社
保
協

な
ど
で
つ
く
る
実
行
委
員
会
。

　

協
会
で
は
、
集
会
へ
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
る
。

参
加
者
に
は
、
往
復
の
交
通
費
と
行
動
費
を
支
給
す

る
。
要
事
前
申
込
。
申
し
込
み
は
、
協
会
事
務
局
（
06

―
６
５
６
８
―
７
７
３
１
）
ま
で
。

集
会
参
加
を
呼
び
か
け
ま
す

憲法・いのち・社会保障まもる

10・20国民集会
2016年10月20日木13：00～

日比谷野外音楽堂

スローガン

●タイムテーブル
　集会…13：00～14：20
　パレード…14：30～

❶ 国の責任で、いのちと人権が大切にされる社会保障の
拡充を

❷患者・利用者の負担増ストップ！
❸ストップ戦争法、平和なくして医療・介護・福祉なし
❹ 医療・介護・福祉の充実で、安心して住み続けられる
地域を

❺ 医師、看護師、介護職員、保育士などの大幅増員・処
遇改善を
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